
































極的利用は進みませんでした。SiC/SiC 複合材料は SiC セラミックスを SiC 長繊維により強化（高靱化）することで、
SiC の優れた特性を生かしつつ、脆性を大きく改善させた材料です。
3. SiC/SiC 複合材料の研究開発





　室蘭工業大学 OASIS では香山らの国際特許である液相焼結法を基礎とする NITE（Nano-Infiltration…and…
Transient…Eutectic-phase）法 SiC/SiC 複合材料の開発研究を進めています。NITE 法は高結晶・高密度・高強度の





































　INSPIRE 計画遂行のための重要な研究課題として、軽水炉水環境下における SiC/SiC 複合材料の健全性評価があ
り、本課題は八戸工業大学への業務委託により実施されています。本課題では八戸工業大学が保有する高温・高圧水
環境下材料試験装置を用い、非照射下における SiC/SiC 複合材料と軽水炉冷却材を模擬した高温高圧水との共存性試
験を実施し、SiC/SiC 複合材料の健全性を確認することを目的としています。八戸工業大学にて実施した比較的短時
間の腐食試験から、SiC/SiC 複合材料における応力腐食割れの発生を示唆する結果が得られ、新たな学問分野を創出
する可能性が見出されています。高温・高圧水環境下材料試験装置による成果取得をより効率的にするために、2015
年 12 月には本装置を八戸工業大学から室蘭工業大学に移設しています。現在、室蘭工業大学においてハルデン原子
炉における中性子照射試験と同様の条件・試験時間での試験を実施中であり、水化学分析を含む評価結果とハルデン
原子炉での結果を総合的に解析することにより、中性子照射・軽水炉水環境下における SiC/SiC 複合材料の腐食挙動
を明らかにすることを目指しています。この活動はこれまで通り、本学OASIS と八戸工業大学・地域産業総合研究
所との協力の下で進められています。写真１は本装置の室蘭工業大学移設後の現状です。
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…
写真 1　室蘭工業大学に移設した高温・高圧水環境下材料試験装置の外観
6. 結言
　SiC/SiC 複合材料は現行のエネルギーシステムにおける安全裕度の飛躍的な向上、エネルギー発生・変換効率の向
上や構造物の簡素化など、これまでの材料では実現できなかった環境・エネルギーシステムの高度化に留まらず、画
期的な新しい用途を開発するなど、人類の更なる発展に貢献する可能性を有する材料です。産業化に向けた製造プロ
セス開発は実用化を左右する重要な位置を占めることから、室蘭工業大学OASIS における研究開発が八戸工業大学
との研究協力などの連携を通して飛躍的に進展する事が期待されており、今後とも関係各位のご指導、ご支援を宜し
くお願いするところです。
　最後に、上記の装置での試験実施及び室蘭への移設における八戸工業大学…地域産業総合研究所所長・四竈樹男教授、
機械情報技術学科・齋藤正博教授を始め、社会連携学術推進室各位のご協力、ご尽力に改めて深く感謝申し上げます。
また、OASIS 側の担当者である柳谷絵里、本間将人研究員にも謝意を表します。
